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地区補助金は地域社会に貢献し、クラブの活性化を図る補助金です。

１　地区補助金のプロジェクと予算
　①プロジェクトの申請
1年度1クラブにつき1プロジェクトの申請が原則です。
②プロジェクトのジャンル
· 地域社会の発展（□一般、□災害復興、□ボテンティア）　
· 教育　　　　　（□一般、□識字率向上、□奨学金、□ボランティア）
· 食・農　　　　（□一般、□ボランティア）
· 保健　　　　　（□一般、□疾病、□ボランティア）
· 水　　　　　　（□衛生、□供給・確保、□ボランティア）　　　　　　　　
③プロジェクトの費用＝クラブ50%＋地区補助金50%　で予算を組んで下さい。ただしプロジェクトが40万円以上の場合は地区補助金20万円が上限額となります。
· 内容が地区補助金申請の基準を充たしていない場合は、修正申請か取り下げとなります。
· 最終的な補助金額は承認された時点での為替レートに影響されますので、事前に正確な予算が難しい一面があることをご理解お願いします。
· 申請クラブ数が多い場合、または予算額が大きい場合は、希望通りの決定にならない場合もあります。
· 実際の活動において予算よりも支出が大きくなる場合、クラブ負担で賄うことは問題ありません。

２　地区補助金の申請基準
1 内容は、地域的に重要と考えられる人道的、教育的活動、また地域活性化をはかる事業が望ましいです。
②　プロジェクト内容は、ロータリーが主催するものでお願いします（協賛は不可となっております）。
③　募金や募金に関わること、ロータリーの宣伝や広告に関わることは認められていません。
④　すでに行われている活動の追従企画は不可となっております。
⑤　クラブは補助金管理セミナー（D2740地区）への出席と、MOUの地区への提出が前提条件となっております。
⑥　前年度の寄付額ゼロのクラブは、事業申請ができないことになっております。
⑦　直接クラブのロータリアンが参加できるようにプロジェクトを計画して下さい。
⑧　プロジェクトの実施は2021年8月～2022年3月の期間中でお願いします。
⑨　プロジェクトの実施後は報告書が必要になります。活動状況の写真、領収書など準備をお願いします。
⑩　余剰金は発生した場合には、返金の義務があります（追加の書類が必要となりますので個別に対応します）。


-------------------------------------------------------------------------------------------------------
重要）
・MOUとは、覚書 (Memorandum of Understanding)の略語です。補助金セミナーに参加した上で、MOU（覚書）を提出
　することが補助金申請の前提条件となっております。またMOUは毎年更新が必要とされています。

３　地区補助金のタイムスケジュール
2021年2月2日
プロジェクト終了から1カ月以内
補助金管理セミナー参加、出来るだけ早めにMOU提出（ガバナーエレクト事務所へ）




	2月4日〜5月10日
[bookmark: _Hlk30858652]申請クラブ：申請書準備・提出（ガバナーエレクト事務所へ）



補助金委員会：申請内容と申請基準と照合作業


申請クラブ　：必要に応じて修正作業


補助金委員会：2740地区申請数、予算のまとめ作業

 5月16日〜5月31日
補助金委員会：前年度の活動報告書のとりまとめ作業


前年度の活動報告書と今年度の申請書を本部へ申請


財団本部（米国）からの承認待ち（6月〜8月頃）



補助金：財団本部 → 2740地区口座 → クラブ口座

　　　　2021年8月～2022年3月31日
プロジェクトの実施期間：2020年8月〜2021年3月



活動報告書をガバナー事務局へ提出

補助金管理セミナーへ参加、MOUの提出

2022年1月-2月開催
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